
【１年】【２年】【３年】【計】 【１年】【２年】【３年】【計】
生徒 160 159 151 470 生徒 100.0 100.0 96.2 97.9

保護者 94 141 117 352 保護者 58.8 88.7 74.5 73.3
教職員 30 教職員 76.9

◆質問1 ◆質問２

回 答 /
評 価 者 生徒

回 答 ／
評 価 者 生徒

 1 261  1 115
 2 161  2 228
 3 36  3 101
 4 11  4 26
計 469 計 470

回答＼評
価 者

保護者
回答＼評

価 者
教職員

 1 85  1 7
 2 213  2 22
 3 52  3 1
 4 2  4 0
計 352 計 30

回答＼評
価 者

保護者
回答＼評

価 者
教職員

 1 36  1 5
 2 179  2 21
 3 121  3 3
 4 16  4 0
計 352 計 29

昨年度よりもわずかながら「協力的」とする回答が増加したが、
今年度ＰＴＡ関連行事が少なくなってしまった中で、その姿勢の
実現は難しかったかもしれない。今後も保護者と学校が連携する
姿勢は必要不可欠のことであり、教職員がＰＴＡ活動の意義につ
いて考え、その関わり方について探求していきたい。

　　　　　　　　　令和２年度　学校評価アンケート集計結果

　本校では、学校自己評価の資料とするために、保護者や生徒、教職員を対象とした「学校評価アンケート」を実施しております。
保護者の皆様には、ご多忙中にもかかわらずご協力をいただきありがとうございました。アンケートの集計結果と分析がまとまりま
したのでご報告いたします。

昨年度は肯定的回答が100％であったが、今年度そこに到らなかったの
は残念である。教職員が目標を共有することの重要性は認識しつつも、
行動面でどう実現につなげていくかは非常に難しい。今後も緊張感を維
持し、よりよい学校づくりに努めていきたい。

４．全くあてはまらない

評価者数： 回収率：

３．あまりあてはまらない回答番号　１．よくあてはまる

多くの保護者が関心を持っていることが見てとれる。一方で「あてはま
らない」との回答がわずかながら増加していることには注意したい。世
の中全体が大きく変化する中で、学校の意味・役割は従来より厳しく問
われることになり、生徒および保護者から期待され、それに応えていく
学校を今後も目指していきたい。

２．ややあてはまる

昨年度と比べ「あてはまる」が＋2.9％、「あてはまらない」が－2.9％というこ
とは意欲的に学習に取り組む生徒が増えているという見方ができる。しかし今だ
に３割近くの生徒が学習に意欲的でないことは事実であり、今後二極化が深刻に
なる懸念もある。学校再開が遅れる状況に際して、家庭学習の重要性を理解した
上で意欲的に取り組む生徒が多かったことが印象深い。

「よくあてはまる」「ややあてはまる」の合計が９割、「あまりあてはまらな
い」「全くあてはまらない」の合計が１割というのはここ数年の傾向である。コ
ロナ禍の状況で行事や部活動に制限や中止といったことが重なる中でも、学校生
活を充実させるために積極的に取り組みたいという願いは不変であり、今後もそ
ういった生徒の姿勢を支援できるような学校づくりを目指していきたい。

【生徒】1.私は学校生活（学校行事・部活動）に積極的に取り組んでいる。 【生徒】２．私は、学習に意欲的に取り組んでいる。

【保護者】1.私は、黒南高の教育活動に関心がある。
【教職員】１．私は、本年度の努力点（９項目）に対して、前向きに取り組ん
でいる。

【保護者】２．私は、黒南高のPTA活動に関心がある。 【教職員】2．私は、本校のPTA活動に協力的である。

昨年度に続いてわずかながら肯定的回答が減少しているが、依然
６割以上の保護者が関心を持っているのが本校のＰＴＡ活動であ
る。今年度その活躍の場が著しく減ってしまったことは残念でな
らない。ＰＴＡ活動の意義を理解し、その活動の充実を目指すこ
とは今後も必要であろう。
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◆質問３ ◆質問４

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

 1  257 153 3  1  125 78 8
 2  168 140 21  2  254 228 21
 3  33 51 6  3  81 42 1
 4  12 8 0  4  10 4 0
計 470 352 30 計 470 352 30

◆質問５ ◆質問６

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員  1  221 119 9
 1  161 101 11  2  211 199 21
 2  237 215 19  3  31 32 0
 3  59 30 0  4  6 1 0
 4  13 1 0 計 469 351 30

計 470 347 30 学 年 別 1年生 2年生 3年生

 1  83 66 72
 2  65 76 70
 3  10 14 7
 4  2 2 2
計 160 158 151

◆質問７ ◆質問８

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

 1  268 143 11  1  180 97 4
 2  167 178 17  2  205 198 18
 3  29 31 2  3  60 51 8
 4  6 0 0  4  25 6 0
計 470 352 30 計 470 352 30

チャイムtoチャイムが実践されているという認識は生徒・保護
者・教職員とも８割を超えている。総合学科という特性上頻繁な
教室移動があるのは生徒にとって大変な負担であるが、今後も授
業を大切にするという共通認識を持ち、実践に努めていきたい。

生徒、保護者は昨年度と変わらず肯定的な回答が多い。総合学科に対す
る生徒、保護者の高い期待に応えるためにも、生徒の進路希望を実現さ
せるために、今後さらなる生徒理解路、科目設定・科目選択への取り組
みが必要である。

肯定的な回答は昨年を上回った。LHRの活用や各担任による日頃の努力
の結果だと判断できる。ただ、保護者は「よくあてはまる」と答えた人
数が増えているのは、コロナ禍において、学校からの連絡等を今まで以
上に気に掛けている表れかと思われるが、更に生徒への指導や連絡文書
等が保護者まで行き届くような適切な指導を心がけたい。また、毎年１
割弱ほどいる「あまりあてはまらない」の回答をした生徒に対する働き
かけの重要性が今後の課題である。

昨年は生徒の８割程度が、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回
答していたが、今年度はわずかではあるがそれを下回っている。生徒と
保護者では肯定的な解答が増加しているのに対し、教職員とギャップが
発生していることをどう捉えるかは考える必要がある。

８．黒南高は、服装・頭髪等の指導を適切にしていると思う。

前年と同様に「真剣な学習態度」を身につけるために努力してい
ると認識している割合は生徒・保護者・教職員とも80％を超して
いる。しかし、あてはまらない20％の生徒に対して「真剣な学習
態度」が学力向上や進路実現に直結していることを強く認識さ
せ、実感できるだけの成果をあげていく方策を実践していくべき
であろう。

３．黒南高で出された文書等を確実に届けている。 ４．黒南高は、真剣な学習態度を育成し、学力の向上に努めていると思う。

５．黒南高は、チャイムtoチャイムを実践し授業を大切にしていると思う。 ６．黒南高は、進路情報の提供や進路相談などの進路指導が適切
であると思う。

７．黒南高は、生徒の進路希望にあった科目が設定されていると思
う。

生徒・保護者の回答はほほ例年通りの傾向といえるが、生徒と保
護者の意識に依然乖離があることは問題である。また教職員の肯
定的回答は昨年度と比べ＋12.3％で、大幅に改善しているという
認識ではある。しかし届くべきものが100％届くことが必要なので
あるから、そうでないとすれば問題視すべきであり、今後も確実
に届くことを目標にしていかねばならない。
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◆質問 ９ ◆質問１０

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

 1  132 72 6  1  158 67 15
 2  259 226 21  2  224 222 15
 3  65 46 3  3  67 57 0
 4  13 6 0  4  20 4 0
計 469 350 30 計 469 350 30

◆質問１１ 　 ◆質問１２

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

 1  249 76 15  1  223 110 12
 2  185 237 14  2  187 196 14
 3  29 35 1  3  45 44 4
 4  7 3 0  4  15 2 0
計 470 351 30 計 470 352 30

◆質問１３ ◆質問１４

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

 1  233 125 10  1  179 90 10
 2  191 201 16  2  218 217 13
 3  32 25 4  3  57 41 7
 4  13 1 0  4  16 3 0
計 469 352 30 計 470 351 30

昨年同様、生徒・保護者・教員の８割以上が肯定的な回答をして
いて、生徒、保護者の肯定的な認識が若干増加している。３つの
立場から見た認識のズレが少ないと言える。引き続き、家庭と協
力して生徒自身の自覚を促すよう進めていきたい。

いずれも「よくあてはまる」の割合が増加しており、特に教職員
の「よくあてはまる」が倍以上に増加している。今後も、生徒た
ち自身が部活動にやりがいを感じられるよう、各部活動において
きめ細かな指導や充実した活動に努めていきたい。

昨年度と比べると、生徒・保護者の回答で肯定的な意見が増えた
ことが目立つ。毎年トイレの衛生面について否定的な意見が多
かったが、今年度は改修工事でトイレがキレイになったため、肯
定的意見が大きく増えたと考えられる。また、新型コロナウイル
ス感染症対策として清掃に校内消毒を取り入れたことにより、衛
生面に関する意識が向上したことも要因の一つと考えられる。

今年度も肯定的な回答が約９割を占めている。昨年とほぼ同じ割
合である。高校生の交通事故や死亡事故が多発していることを踏
まえ、今後も、日頃からの交通・生活安全指導や生命尊重につな
がる指導に引き続き力を入れていきたい。

１０割の教職員が「いじめの未然防止・解消に取り組んでいる」
と答えているものの、生徒の肯定的な解答は８５%である。昨年
度と比べて生徒の肯定的意見は増加したが、いじめの対応には、
教員と生徒、保護者側の感じ方にギャップがあり、これをどう解
消していくかが課題になっている。

昨年度と比べると、生徒・保護者・教員全ての回答で肯定的な意
見が減少し、否定的な回答が増える結果となった。今年度は新型
コロナウイルス感染症の影響で、海外研修や留学生受け入れ等を
断念することになったため、それがアンケート結果に反映された
ものと思われる。

１１．黒南高は、交通・生活安全講話や薬物乱用防止講話、性に関する講話
などを実施するなど、生命尊重の精神を育成していると思う。

１２．黒南高は、部活動が充実していると思う。

９．黒南高は、挨拶・言葉遣い・礼儀・時間厳守などの社会性を育成し
ていると思う。

１０．黒南高は、いじめの未然防止や解消に取り組んでいると思う。

１３．黒南高は、外部講師の講演・海外研修・留学生受入れ等、国際
理解教育に力を入れていると思う。

１４．黒南高は、校内の安全や衛生が、よい状態に保たれていると思う。
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◆質問１５ ◆質問１６

回答＼評
価 者 生 徒 保護者 教職員

回答＼評
価 者 生 徒 保護者

 1  185 104 14  1  204 168
 2  215 192 16  2  201 155
 3  56 51 0  3  47 25
 4  14 2 0  4  18 4
計 470 349 30 計 470 352

◆質問１7

回答＼評
価 者

教職員

 1 14 回答＼評
価 者

生 徒 保護者 教職員

 2 14  1  146 79 14
 3 2  2  232 226 11
 4 0  3  76 37 2
計 30  4  14 4 0

計 468 346 27

　昨年度の学校評価アンケートを受け、教職員一同様々な角度から検討し、早急に取り組めることから改善に努めてまいりました。
今回の学校評価においても、生徒・保護者の皆様から貴重なご意見・ご要望をいただきました。これらの結果を今後の教育活動や
学校運営に生かし、保護者の皆様にご理解をいただきながら、特色ある学校づくりを進めていきたいと考えております。

前年度と比較して『よくあてはまる』の割合が15％程増加した。
減少しているが否定的な回答もあるので、今後本校の教育活動の
充実を図るために、問題解決へ向けた取組が必要だと感じられ
た。

生徒及び保護者の肯定的意見は、ほぼ前年度と同じだった。しか
し、生徒の約１割が否定的な評価だったので、より多くの人が納
得できるような学校運営が必要だと思われる。

前年度と比較して肯定的意見の総数に大きな増減はなかったが、
教員の「よくあてはまる」の割合が15％程増加し、否定的意見は
０となった。しかし、教員の感じ方と生徒・保護者との感じ方に
開きがみられるため、教員側は普段から生徒の声に耳を傾ける
等、丁寧な対応が必要だと思われる。

１７．黒南高は地域と共にある学校づくりを目指し、地域と連携する活動に
力を入れていると思う。

新型コロナウイルスの影響で様々な行事が中止となり、昨年度ま
でのような活動ができていないが、数字にはそれほど表れなかっ
た。今後も変わらす活動に力を入れると同時に、周知徹底に努め
たい。

【教職員】１６．私は、本校入学を中学生に対して自信を持って薦める
ことができる。

１5．黒南高の先生は、悩み事の相談に親身になってのってくれている
と思う。

【生徒・保護者】１6．私は（自分の子供が）黒南高に入学してよかった。
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